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観測孔No.3-1
全ﾍﾞｰﾀ：180(８／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：460(８／１採取分）
Cs-134：1.2（７／２５、８／８採取分）
Cs-137：２.６（８/１採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB2

全ﾍﾞｰﾀ：2.3×107（７／１７採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×105（７／１７採取分）

Cs-134：1.2×107（７／１７採取分）

Cs-137：2.4×107（７／１７採取分）

観測孔No.1-2
全ﾍﾞｰﾀ：9.0×105(７／５、７／９採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.3×105(９／１６採取分）
Cs-134：11,000（７／９採取分）
Cs-137：22,000（７／９採取分）

観測孔No.1-3
全ﾍﾞｰﾀ：1.6×105(8/12、8/15採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：2.9×105(７／１２採取分）
Cs-134：10(９／２採取分）
Cs-137：24（９／２採取分）

No.25

No.26No.27

No.24No.23

No.32
No.56

No.53
No.55

４号機海水配管トレンチ立坑
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：6.2×104（６／１８採取分）

Cs-137：1.3×105（６／１８採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB1-1

全ﾍﾞｰﾀ：7.5×108（７／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：8.7×106（７／２６採取分）

Cs-134：7.5×108（７／２６採取分）

Cs-137：1.6×109（７／２６採取分）

２号機サブドレンNo.23、24
No.23～24のうち最大のものの値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：1,052（No.23）（６／１8（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,407（No.24）（６／１9（H24）採取分）
Cs-134：276（No.23）（６／１8（H24）採取分）
Cs-137：425（No.23）（６／１8（H24）採取分）

※：放射能濃度の単位はBq/L
※：採取日について年の記載の無いものはH25年に採取
※：観測孔の値は最高値を記載（9/29時点）
※：測定結果がNDのものについては括弧内に検出限界値を記載

１号機サブドレンNo.2
全ﾍﾞｰﾀ：25（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200（８／５採取分）
Cs-134：ND（14）（８／５採取分）
Cs-137：20（８／５採取分）

No.2

No.1

４号機サブドレンNo.5３、５５
最大のNo.55の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：ND（26.1）（６／5（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,144（６／5（H24）採取分）
Cs-134：2.0（５／１７（H24）採取分）
Cs-137：3.4（５／１７（H24）採取分）

放射能濃度分析結果まとめ（観測孔の値について最大値を記載）

２号機サブドレンNo.2７
全ﾍﾞｰﾀ：430（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：470（11／12（H24）採取分）
Cs-134：140（９／２５採取分）
Cs-137：360（９／２５採取分）

２号機サブドレンNo.25、26
No.25～2６のうち最大のNo.25の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：１,737（６／１７（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,302（６／１７（H24）採取分）
Cs-134：645（６／１７（H24）採取分）
Cs-137：990（６／17（H24）採取分）

 トリチウム濃度：　60,000Bq/L以上

 全β濃度：        　30,000Bq/L以上
　　　　　　　　        3,000～30,000Bq/L
　　　　　　　        　300～3,000Bq/L

１号機サブドレンNo.1
全ﾍﾞｰﾀ：290（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：110,000（８／５採取分）
Cs-134：110（９／２５採取分）
Cs-137：250（９／２５採取分）

観測孔No.2
全ﾍﾞｰﾀ：1,700(７／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：850(６／２６採取分）
Cs-134：0.5（７／９採取分）
Cs-137：1.2（７/11、８／１採取分）

ウェルポイント

全ﾍﾞｰﾀ：7.0×105(９／２３採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×105(８／１９採取分）
Cs-134：110（９／２３採取分）
Cs-137：250（９／２３採取分）

観測孔No.1-8
全ﾍﾞｰﾀ：2,100(９／１６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,100(９／２３採取分）
Cs-134：31（９／１６採取分）
Cs-137：67（９／１６採取分）

観測孔No.2-1
全ﾍﾞｰﾀ：380(７／29採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：440(８／２６採取分）
Cs-134：0.66（９／１採取分）
Cs-137：1.1（８/２９、９／１採取分）

観測孔No.0-2
全ﾍﾞｰﾀ：37(９／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
Cs-134：ND
Cs-137：0.93（９／１５採取分）

１号機海水配管トレンチ立坑B
全ﾍﾞｰﾀ：63(８／１４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（130）(８／１４採取分）
Cs-134：3,800（８／１４採取分）
Cs-137：7,800（8/１４採取分）

観測孔No.1-9
全ﾍﾞｰﾀ：600(９／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：680(9/15、9/24採取分）
Cs-134：170（９／３採取分）
Cs-137：380（９／３採取分）

観測孔No.1T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／５採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.1T-３
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：80,000（９／５採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

２号機海水配管トレンチ立坑C
水深1、７、１3mのうち最大の13mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：5.2×108（7/31採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×106（7/31採取分）

Cs-134：3.0×108（7/31採取分）

Cs-137：6.5×108（7/31採取分）

観測孔No.1R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：150（９／５採取分）
Cs-134：0.64(９／５採取分）
Cs-137：1.3(９／５採取分）

観測孔No.1-4
全ﾍﾞｰﾀ：380(８／１９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：98,000(７／１１採取分）
Cs-134：1.５（７／８採取分）
Cs-137：3.6（７/８採取分）

観測孔No.1-5
全ﾍﾞｰﾀ：56,000(８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：72,000(８／１５採取分）
Cs-134：310（８／５採取分）
Cs-137：650（8／５採取分）

N3

N４

試験掘削孔N3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：3.0(９／１採取分）
Cs-137：7.2(９／１採取分）

観測孔No.4T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,800（９／９採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

試験掘削孔N４
全ﾍﾞｰﾀ：62（９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：4.8（９／１採取分）
Cs-137：12（９／１採取分）

観測孔No.2R-1
全ﾍﾞｰﾀ：36(９／３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：31（９／３採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：0.97(９／３採取分）

観測孔No.1T-4
全ﾍﾞｰﾀ：9.500(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：4,200(９／１３採取分）
Cs-134：0.64（９／１３採取分）
Cs-137：0.90（９／１３採取分）

観測孔No.2T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：20,000(９／１１採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：0.66（９／１１採取分）

観測孔No.2T-2
全ﾍﾞｰﾀ：830(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：770(９／１１採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.0-1
全ﾍﾞｰﾀ：300(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：４5,000(８／２９採取分）
Cs-134：2.1（９／２２採取分）
Cs-137：4.６（９／２２採取分）

観測孔No.1-11
全ﾍﾞｰﾀ：57(９／１９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：85,000(９／１３採取分）
Cs-134：0.45（９／２６採取分）
Cs-137：1.2（９／２３採取分）

観測孔No.1
全ﾍﾞｰﾀ：1,900(５／２４採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：5.0×105(5/24、6/7採取分）
Cs-134：13（８／２９採取分）
Cs-137：31（８／２９採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑A
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：1.8×107（5/30採取分）

Cs-137：3.7×107（5/30採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑A
水深1、７、１3mのうち最大の1mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：6.7×108（７／１0採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×107（７／１０採取分）

Cs-134：5.0×107（７／１０採取分）

Cs-137：1.0×108（７／１０採取分）

３号機サブドレンNo.32
全ﾍﾞｰﾀ：ND（9）（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：９７（11／12（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／２５採取分）
Cs-137：ND（20）（９／２５採取分）

４号機サブドレンNo.56
全ﾍﾞｰﾀ：12（６／１１（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,200（６／１１（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／２５採取分）
Cs-137：ND（20）（９／２５採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑B
水深1、７、１3mのうち最大のものを記載

全ﾍﾞｰﾀ：3.4×107（７、13m）（７／３１採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.6×105（1m）（７／３１採取分）

Cs-134：1.3×107（1m）（７／３１採取分）

Cs-137：2.6×107（1m）（７／３１採取分）

観測孔No.3
全ﾍﾞｰﾀ：1,400(７／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200(１２／１２（H24）採取分）
Cs-134：3.5（７／２５採取分）
Cs-137：5.9（８／８採取分）

観測孔No.3-4
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：170（９／１８採取分）
Cs-134：1.0（９／２５採取分）
Cs-137：1.８（９／１８採取分）

観測孔No.1T-２
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／１９採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.４R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.３R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100（９／２５採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

1R-1

2R-1

3R-1

4R-1

4T-1

観測孔No.2-6
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：210(９／2２採取分）
Cs-134：0.42(９／2２採取分）
Cs-137：0.57(９／2２採取分）

観測孔No.1-16
全ﾍﾞｰﾀ：4.0×105(９／２６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：43,000(９／２６採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：2 1（９／２６採取分）

観測孔No.2-5
全ﾍﾞｰﾀ：32,000(９／２９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中(９／２９採取分）
Cs-134：3.1(９／２９採取分）
Cs-137：6.9(９／２９採取分）
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観測孔No.3-1
全ﾍﾞｰﾀ：55(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：240(８／２２採取分）
Cs-134：0.68（８／２２採取分）
Cs-137：1.2（８／２２採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB2

全ﾍﾞｰﾀ：2.3×107（７／１７採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×105（７／１７採取分）

Cs-134：1.2×107（７／１７採取分）

Cs-137：2.4×107（７／１７採取分）

観測孔No.1-2
全ﾍﾞｰﾀ：2.7×105(９／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：2.7×105(９／２３採取分）
Cs-134：150（９／２６採取分）
Cs-137：360（９／２６採取分）

観測孔No.1-3
全ﾍﾞｰﾀ：21,000(９／２採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：2.0×105(９／２採取分）
Cs-134：10(９／２採取分）
Cs-137：24（９／２採取分）

No.25

No.26No.27

No.24No.23

No.32
No.56

No.53
No.55

４号機海水配管トレンチ立坑
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：6.2×104（６／１８採取分）

Cs-137：1.3×105（６／１８採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB1-1

全ﾍﾞｰﾀ：7.5×108（７／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：8.7×106（７／２６採取分）

Cs-134：7.5×108（７／２６採取分）

Cs-137：1.6×109（７／２６採取分）

２号機サブドレンNo.23、24
No.23～24のうち最大のものの値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：1,052（No.23）（６／１8（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,407（No.24）（６／１9（H24）採取分）
Cs-134：276（No.23）（６／１8（H24）採取分）
Cs-137：425（No.23）（６／１8（H24）採取分）

※：放射能濃度の単位はBq/L
※：採取日について年の記載の無いものはH25年に採取
※：観測孔の値は至近値を記載（9/29時点）
※：測定結果がNDのものについては括弧内に検出限界値を記載

１号機サブドレンNo.2
全ﾍﾞｰﾀ：25（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200（８／５採取分）
Cs-134：ND（14）（８／５採取分）
Cs-137：20（８／５採取分）

No.2

No.1

４号機サブドレンNo.5３、５５
最大のNo.55の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：ND（26.1）（６／5（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,144（６／5（H24）採取分）
Cs-134：2.0（５／１７（H24）採取分）
Cs-137：3.4（５／１７（H24）採取分）

放射能濃度分析結果まとめ（観測孔の値について至近値を記載）

２号機サブドレンNo.2７
全ﾍﾞｰﾀ：430（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：470（11／12（H24）採取分）
Cs-134：140（９／２５採取分）
Cs-137：360（９／２５採取分）

２号機サブドレンNo.25、26
No.25～2６のうち最大のNo.25の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：１,737（６／１７（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,302（６／１７（H24）採取分）
Cs-134：645（６／１７（H24）採取分）
Cs-137：990（６／17（H24）採取分）

 トリチウム濃度：　60,000Bq/L以上

 全β濃度：        　30,000Bq/L以上
　　　　　　　　        3,000～30,000Bq/L
　　　　　　　        　300～3,000Bq/L

１号機サブドレンNo.1
全ﾍﾞｰﾀ：290（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：110,000（８／５採取分）
Cs-134：110（９／２５採取分）
Cs-137：250（９／２５採取分）

観測孔No.2
全ﾍﾞｰﾀ：480(９／２５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：680(９／２２採取分）
Cs-134：ND（0.42）（９／２５採取分）
Cs-137：0.52（９／２５採取分）

ウェルポイント

全ﾍﾞｰﾀ：7.0×105(９／２３採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.4×105(９／２３採取分）
Cs-134：110（９／２３採取分）
Cs-137：250（９／２３採取分）

観測孔No.1-8
全ﾍﾞｰﾀ：1,900(９／２３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,100(９／２３採取分）
Cs-134：20（９／２３採取分）
Cs-137：45（９／２３採取分）

観測孔No.2-1
全ﾍﾞｰﾀ：29(９／４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：380(９／４採取分）
Cs-134：ND（0.40）（９／４採取分）
Cs-137：0.82（９／４採取分）

観測孔No.0-2
全ﾍﾞｰﾀ：37(９／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（120）（９／２２採取分）
Cs-134：ND（0.45）（９／２２採取分）
Cs-137：ND（0.55）（９／２２採取分）

１号機海水配管トレンチ立坑B
全ﾍﾞｰﾀ：63(８／１４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（130）(８／１４採取分）
Cs-134：3,800（８／１４採取分）
Cs-137：7,800（8/１４採取分）

観測孔No.1-9
全ﾍﾞｰﾀ：310(９／２６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：680(９／２４採取分）
Cs-134：11（９／２６採取分）
Cs-137：25（９／２６採取分）

観測孔No.1T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）（９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.37）（９／５採取分）
Cs-137：ND（0.47）（９／５採取分）

観測孔No.1T-３
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）（９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：80,000（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.54）（９／５採取分）
Cs-137：ND（0.52）（９／５採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑C
水深1、７、１3mのうち最大の13mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：5.2×108（7/31採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×106（7/31採取分）

Cs-134：3.0×108（7/31採取分）

Cs-137：6.5×108（7/31採取分）

観測孔No.1R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）（９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：150（９／５採取分）
Cs-134：0.64(９／５採取分）
Cs-137：1.3(９／５採取分）

観測孔No.1-4
全ﾍﾞｰﾀ：240(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：21,000(８／２２採取分）
Cs-134：1.0（８／２２採取分）
Cs-137：1.8（８／２２採取分）

観測孔No.1-5
全ﾍﾞｰﾀ：820(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：23,000(９／５採取分）
Cs-134：50（９／５採取分）
Cs-137：110（９／５採取分）

N3

N４

試験掘削孔N3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：3.0(９／１採取分）
Cs-137：7.2(９／１採取分）

観測孔No.4T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（17）（９／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,800（９／９採取分）
Cs-134：ND（0.38）（９／９採取分）
Cs-137：ND（0.44）（９／９採取分）

試験掘削孔N４
全ﾍﾞｰﾀ：62（９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：4.8（９／１採取分）
Cs-137：12（９／１採取分）

観測孔No.2R-1
全ﾍﾞｰﾀ：36(９／３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：31（９／３採取分）
Cs-134：ND（0.55）（９／３採取分）
Cs-137：0.97(９／３採取分）

観測孔No.1T-4
全ﾍﾞｰﾀ：7.000(９／１３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：4,200(９／１３採取分）
Cs-134：0.64（９／１３採取分）
Cs-137：0.90（９／１３採取分）

観測孔No.2T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（24）（９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：20,000(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.36）（９／１１採取分）
Cs-137：0.66（９／１１採取分）

観測孔No.2T-2
全ﾍﾞｰﾀ：830(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：770(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.47）（９／１１採取分）
Cs-137：ND（0.60）（９／１１採取分）

観測孔No.0-1
全ﾍﾞｰﾀ：120(９／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：19,000(９／２２採取分）
Cs-134：2.1（９／２２採取分）
Cs-137：4.６（９／２２採取分）

観測孔No.1-11
全ﾍﾞｰﾀ：36(９／２６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：76,000(９／２３採取分）
Cs-134：0.45（９／２６採取分）
Cs-137：11（９／２６採取分）

観測孔No.1
全ﾍﾞｰﾀ：510(９／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.1×105(９／２３採取分）
Cs-134：ND（0.45）（９／２６採取分）
Cs-137：1.1（９／２６採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑A
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：1.8×107（5/30採取分）

Cs-137：3.7×107（5/30採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑A
水深1、７、１3mのうち最大の1mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：6.7×108（７／１0採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×107（７／１０採取分）

Cs-134：5.0×107（７／１０採取分）

Cs-137：1.0×108（７／１０採取分）

３号機サブドレンNo.32
全ﾍﾞｰﾀ：ND（9）（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：９７（11／12（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／２５採取分）
Cs-137：ND（20）（９／２５採取分）

４号機サブドレンNo.56
全ﾍﾞｰﾀ：12（６／１１（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,200（６／１１（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／２５採取分）
Cs-137：ND（20）（９／２５採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑B
水深1、７、１3mのうち最大のものを記載

全ﾍﾞｰﾀ：3.4×107（７、13m）（７／３１採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.6×105（1m）（７／３１採取分）

Cs-134：1.3×107（1m）（７／３１採取分）

Cs-137：2.6×107（1m）（７／３１採取分）

観測孔No.3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（24）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100(９／５採取分）
Cs-134：3.0（９／５採取分）
Cs-137：3.0（９／５採取分）

観測孔No.3-4
全ﾍﾞｰﾀ：ND（18）（９／２５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：170（９／１８採取分）
Cs-134：1.0（９／２５採取分）
Cs-137：1.1（９／２５採取分）

観測孔No.1T-２
全ﾍﾞｰﾀ：ND（18）（９／１９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／１９採取分）
Cs-134：ND（0.38）（９／１９採取分）
Cs-137：ND（0.45）（９／１９採取分）

観測孔No.４R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（18）（９／１８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（7）（９／１８採取分）
Cs-134：ND（0.46）（９／１８採取分）
Cs-137：ND（0.59）（９／１８採取分）

観測孔No.３R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（17）（９／２５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100（９／２５採取分）
Cs-134：ND（0.43）（９／２５採取分）
Cs-137：ND（0.58）（９／２５採取分）

1R-1

2R-1

3R-1

4R-1

4T-1

観測孔No.2-6
全ﾍﾞｰﾀ：ND（18）(９／2５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：210(９／2２採取分）
Cs-134：ND（0.44）(９／2５採取分）
Cs-137：ND（0.56）(９／2５採取分）

観測孔No.1-16
全ﾍﾞｰﾀ：4.0×105(９／２６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：43,000(９／２６採取分）
Cs-134：ND（0.99）（９／２６採取分）
Cs-137：2.1（９／２６採取分）

観測孔No.2-5
全ﾍﾞｰﾀ：32,000(９／２９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中
Cs-134：3.1（９／２９採取分）
Cs-137：6.9（９／２９採取分）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（1／13）
タービン建屋海側地下水

観測孔No.0-1：トリチウムについて、上流側のNo.0-2が検出されていないのに対して、4万
Bq/L程度まで上昇したが低下傾向。

観測孔No.1： セシウムについて、8/29以降上昇が見られたが、9/9以降は低下傾向。

観測孔No.1-2：8/22以降セシウム、全ベータの低下が見られる。

観測孔No.1-3：8/19以降全ベータの低下、8/22以降セシウムの上昇が見られる。

観測孔No.1-5：8/12以降、セシウム、全ベータ、トリチウムとも低下が見られる。

観測孔No.1-8：セシウム、全ベータは横ばい。トリチウムは上昇傾向。

観測孔No.1-9：No.1, No.1-8と比べてセシウムが高かったが低下。全ベータも低下。

観測孔No.1-11：トリチウムについてNo.1-4と同レベル。

観測孔No.1-16：全ベータについてNo.1-２と同レベル。トリチウムはNo.1-5と同レベル。

1,2号機間ウェルポイント：全ベータの変動が大きい。

観測孔No.2-5：セシウムについてNo.1-5より低い。全ベータはNo.1-5の初期値と同レベル。

建屋海側サブドレン

1T-1：トリチウムのみ検出。1T-2も同レベル。

1T-3：トリチウムのみ検出され、サブドレンNo.1と同様に高い。

1T-4：全ベータが高いレベルで検出。

2T-1：トリチウムが比較的高いレベルで検出。 2T-2：全ベータが高いレベルで検出。

建屋山側サブドレン

1R-1： 全ベータは検出されていない。

2R-1： 全ベータを検出。

4R-1：セシウム、全ベータ、トリチウムとも検出されていない。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（2／13）

地下水の濃度分布（地点比較）

0

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

B
q/

リ
ッ
ト
ル

H-3
全β
Cs-137

0-1 1-21-1 1-3 1-4 2 3

H-3の告示濃度

Cs-137の告示濃度

2-1 3-11-5

（H25.9.29現在）

1 1-8
ｳｴﾙ
ﾎﾟｲﾝﾄ

0-2 1-9 3-41-11

Sr-90の告示濃度

2-61-16 2-5
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（3／13）

地下水のトリチウム濃度の推移

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/5/30 13/6/9 13/6/19 13/6/29 13/7/9 13/7/19 13/7/29 13/8/8 13/8/18 13/8/28 13/9/7 13/9/17 13/9/27

地下水No.1
H-3

地下水No.2
H-3

地下水No.3
H-3

地下水No.1-1
H-3

地下水No.1-2
H-3

地下水No.1-3
H-3

地下水No.1-4
H-3

地下水No.1-5
H-3

地下水No.2-1
H-3

地下水No.3-1
H-3

地下水No.0-1
H-3

地下水No.1-8
H-3

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

地下水No.0-2
H-3

地下水No.1-9
H-3

地下水No.1-11
H-3

地下水No.3-4
H-3

地下水No.2-6
H-3

地下水No.1-16
H-3

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き

No.0-1

No.1-8

地下水No.1
H-3

地下水No.2
H-3

地下水No.3
H-3

地下水No.1-1
H-3

地下水No.1-2
H-3

地下水No.1-3
H-3

地下水No.1-4
H-3

地下水No.1-5
H-3

地下水No.2-1
H-3

地下水No.3-1
H-3

地下水No.0-1
H-3

地下水No.1-8
H-3

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

地下水No.0-2
H-3

地下水No.1-9
H-3

地下水No.1-11
H-3

地下水No.3-4
H-3

地下水No.2-6
H-3

地下水No.1-16
H-3
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（4／13）

No.1-8
No.1-9

地下水のセシウム濃度の推移

0.1

1.0

10.0

100.0

1,000.0

10,000.0

100,000.0

1,000,000.0

13/5/20 13/5/30 13/6/9 13/6/19 13/6/29 13/7/9 13/7/19 13/7/29 13/8/8 13/8/18 13/8/28 13/9/7 13/9/17 13/9/27
地下水No.1
Cs-137

地下水No.2
Cs-137

地下水No.3
Cs-137

地下水No.1-1
Cs-137

地下水No.1-2
Cs-137

地下水No.1-3
Cs-137

地下水No.1-4
Cs-137

地下水No.1-5
Cs-137

地下水No.2-1
Cs-137

地下水No.3-1
Cs-137

地下水No.0-1
Cs-137

地下水No.0-2
Cs-137

地下水No.1-8
Cs-137

地下水No.1-9
Cs-137

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
Cs-137

地下水No.1-11
Cs-137

地下水No.3-4
Cs-137

地下水No.2-6
Cs-137

地下水No.1-16
Cs-137

地下水No.2-5
Cs-137

Bq/L

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き

地下水No.1
Cs-137

地下水No.2
Cs-137

地下水No.3
Cs-137

地下水No.1-1
Cs-137

地下水No.1-2
Cs-137

地下水No.1-3
Cs-137

地下水No.1-4
Cs-137

地下水No.1-5
Cs-137

地下水No.2-1
Cs-137

地下水No.3-1
Cs-137

地下水No.0-1
Cs-137

地下水No.0-2
Cs-137

地下水No.1-8
Cs-137

地下水No.1-9
Cs-137

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
Cs-137

地下水No.1-11
Cs-137

地下水No.3-4
Cs-137

地下水No.2-6
Cs-137

地下水No.1-16
Cs-137

地下水No.2-5
Cs-137
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

No.1-8

No.1-9

地下水、海水のモニタリングデータ（5／13）

地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度の推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/5/30 13/6/9 13/6/19 13/6/29 13/7/9 13/7/19 13/7/29 13/8/8 13/8/18 13/8/28 13/9/7 13/9/17 13/9/27
地下水No.1
全β

地下水No.1
Sr-90

地下水No.2
全β

地下水No.2
Sr-90

地下水No.3
全β

地下水No.3
Sr-90

地下水No.1-1
全β

地下水No.1-2
全β

地下水No.1-3
全β

地下水No.1-4
全β

地下水No.1-5
全β

地下水No.2-1
全β

地下水No.3-1
全β

地下水No.0-1
全β

地下水No.1-8
全β

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

地下水No.0-2
全β

地下水No.1-9
全β

地下水No.1-11
全β

地下水No.3-4
全β

地下水No.2-6
全β

地下水No.1-16
全β

地下水No.2-5
全β

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き

地下水No.1
全β

地下水No.1
Sr-90

地下水No.2
全β

地下水No.2
Sr-90

地下水No.3
全β

地下水No.3
Sr-90

地下水No.1-1
全β

地下水No.1-2
全β

地下水No.1-3
全β

地下水No.1-4
全β

地下水No.1-5
全β

地下水No.2-1
全β

地下水No.3-1
全β

地下水No.0-1
全β

地下水No.1-8
全β

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

地下水No.0-2
全β

地下水No.1-9
全β

地下水No.1-11
全β

地下水No.3-4
全β

地下水No.2-6
全β

地下水No.1-16
全β

地下水No.2-5
全β
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

No.1-2
No.1-8
No.1-9
No.2
No.1-3
No.1-5

No.0-1
No.1
No.1-4
No.1-11

（参考）

全ベータ／トリチウム濃度比

２号機タービン建屋滞留水（H23.3）

6.8E9／2.4E7＝280

２号機海水配管トレンチ立坑Ｃ（H25.7）

3.3E8／2.4E6＝140

１号機タービン建屋サブドレンNo.1（H25.8）

290／110000＝0.0026

地下水、海水のモニタリングデータ（6／13）

全ベータ／トリチウム濃度比

・土壌への吸着のされやすさの違いから、地中を移行した距離が長い
地点ほど全ベータ／トリチウム比が小さくなると考えられる。
（No.1, No.1-4、No.1-11）

・全ベータ／トリチウム比が高い地点は、周辺に漏えい源がある可能性
が高い。（No.1-2）

・No.0-1の比はNo.1, No.1-4とほぼ同じであることから、漏えい源か
らの移行距離も同じである可能性が考えられる。
（２号機分岐トレンチからNo.1まで約30m）

地下水の全ベータ／トリチウム濃度比の推移

0.0001

0.0010

0.0100

0.1000

1.0000

10.0000

13/5/26 13/6/5 13/6/15 13/6/25 13/7/5 13/7/15 13/7/25 13/8/4 13/8/14 13/8/24 13/9/3 13/9/13 13/9/23

地下水No.0-1 全β/H-3比 地下水No.0-2 全β/H-3比 地下水No.1 全β/H-3比 地下水No.1-2 全β/H-3比 地下水No.1-3 全β/H-3比
地下水No.1-4 全β/H-3比 地下水No.1-5 全β/H-3比 地下水No.1-9 全β/H-3比 ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ全β/H-3比 地下水No.2 全β/H-3比
地下水No.2-1 全β/H-3比 地下水No.3 全β/H-3比 地下水No.3-1 全β/H-3比 地下水No.1-11 全β/H-3比 地下水No.1-8 全β/H-3比
地下水No.2-6 全β/H-3比 地下水No.3-4 全β/H-3比 地下水No.1-16 全β/H-3比

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働

3/5/ 6 3/6/5 3/6/ 5 3/6/ 5 3/ /5 3/ / 5 3/ / 5 3/8/ 3/8/ 3/8/ 3/9

地下水No.0-1 全β/H-3比 地下水No.0-2 全β/H-3比 地下水No.1 全β/H-3比 地下水No.1-2 全β/H-3比 地下水No.1-3 全β/H-3比
地下水No.1-4 全β/H-3比 地下水No.1-5 全β/H-3比 地下水No.1-9 全β/H-3比 ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ全β/H-3比 地下水No.2 全β/H-3比
地下水No.2-1 全β/H-3比 地下水No.3 全β/H-3比 地下水No.3-1 全β/H-3比 地下水No.1-11 全β/H-3比 地下水No.1-8 全β/H-3比
地下水No.2-6 全β/H-3比 地下水No.3-4 全β/H-3比 地下水No.1-16 全β/H-3比

11

t1155910
テキストボックス



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

１,２号機間ウェルポイントによる１日あたりの汲み上げ量

①8/15～９/25平均の汲み上げ量（移送量） ５４m3/日
②汲み上げ水の放射能濃度（Bq/L）

③（＝①×②）汲み上げた放射能量（Bq/日）

海への流出量試算値（Bq/日）
1～4号機取水口内の海水中濃度、海水交換率からの試算（暫定）

ND8.9×1042.2×1052013.9.9

324.5×1052.9×1052013.9.16

2507.0×105測定中2013.9.23

ND3.6×1053.8×1052013.9.2

723.0×1053.2×105平均

2.15.9×1032.6×1052013.8.26

3.41.9×1054.6×1052013.8.19

Cs-137全βH-3採取日

3.9×1061.6×10101.7×1010平均

Cs-137全βH-3

4×1093×109－最小

2×10101×10101×1011最大

Cs-137Sr-90＊H-3 ＊：全βの1/2として
全β濃度から算出

地下水、海水のモニタリングデータ（7／13）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水調査孔ボーリングコアの線量率測定結果

対象調査孔

海側： No.0-1、No.0-2

建屋周辺： 1T-1、1T-3、1T-4、2T-1

測定結果

いずれのボーリングコアについても、γ線、β線ともＢＧと同等で
ピークは認められなかった。

測定条件等

測定日： 平成25年9月11日

ＢＧ γ線： 0.005mSv/h
β線： 0.001mSv/h

測定器： 電離箱式サーベイメータ AE-133B（応用技研）

地下水、海水のモニタリングデータ（8／13）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（9／13）

港湾内海水
港湾内（航路エリア）、港湾口：8月中旬に全ベータが検出されたが、その後は検出されて

いない。

１～４号機取水路開渠内海水

１、２号機取水口間：７月下旬以降、表層、下層の差が大きくなり、表層が上回る傾向が
継続している。８月上旬は上昇傾向にあったが、中旬以降は横ばい。

取水口北側：セシウム、全ベータ、トリチウムとも５月以降上昇傾向にあったが、８月以降
横ばい。

東波除堤北側：取水口北側の上昇前のレベルで推移。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 至近の測定結果（ベクレル/リットル）（H25.9.26現在）

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： 6.7 (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND  (9／23採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND  (9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 7.2  (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 320  (9／23採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 670  (9／23採取分）

全ﾍﾞｰﾀ： 300  (9／26採取分 表層）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 860   (9／24採取分 表層）

シルトフェンス内側(１～4号機）
全ﾍﾞｰﾀ：①440, ②350, ③220, ④190

(9／23採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ：①1400, ②1300, ③290, ④310

(9／23採取分) ①～④：号機

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 5.8  (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 230 (9／23採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 570  (9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 5.4  (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／23採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
(9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 110  (9／23採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 230  (9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 370 (9／26採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 940  (9／24採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 10  (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／18採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／18採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／18採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： 3.6 (9／18採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 21  (9／23採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 23  (9／23採取分）

全ﾍﾞｰﾀ：21 (9／23採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND (9／23採取分

港湾内・外の
海水濃度測定結果

地下水、海水のモニタリングデータ（10／13）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（11／13）

1,2号機取水口間の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

13/6/1 13/6/11 13/6/21 13/7/1 13/7/11 13/7/21 13/7/31 13/8/10 13/8/20 13/8/30 13/9/9 13/9/19

1,2号機取水口間 表層
H-3

1,2号機取水口間 下層
H-3

1,2号機取水口間 表層
全β

1,2号機取水口間 下層
全β

1,2号機取水口間 表層
Cs-137

1,2号機取水口間 下層
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

海側遮水壁が1,2号機取水口間護岸
にかかる期間（7月下旬～）

ウェルポイント稼働
 （8/15～）

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

1,2号機取水口間 表層
H-3

1,2号機取水口間 下層
H-3

1,2号機取水口間 表層
全β

1,2号機取水口間 下層
全β

1,2号機取水口間 表層
Cs-137

1,2号機取水口間 下層
Cs-137
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（12／13）

1～4号機取水口北側、東波除堤北側の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

13/5/11 13/5/21 13/5/31 13/6/10 13/6/20 13/6/30 13/7/10 13/7/20 13/7/30 13/8/9 13/8/19 13/8/29 13/9/8 13/9/18 13/9/28

1-4号機取水口北側
H-3

東波除堤北側
H-3

1-4号機取水口北側
全β

東波除堤北側
全β

1-4号機取水口北側
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

海側遮水壁が1～4号機取水口北側採取点
前にかかる期間（5/25～）

ウェルポイント稼働
        （8/15～）

1-4号機取水口北側
H-3

東波除堤北側
H-3

1-4号機取水口北側
全β

東波除堤北側
全β

1-4号機取水口北側
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水、海水のモニタリングデータ（13／13）

港湾内、港湾口の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

13/6/1 13/6/11 13/6/21 13/7/1 13/7/11 13/7/21 13/7/31 13/8/10 13/8/20 13/8/30 13/9/9 13/9/19

物揚場
全β

６号機取水口前
全β

港湾内東側
全β

港湾内西側
全β

港湾内北側
全β

港湾内南側
全β

港湾口
全β

物揚場
全βND値

６号機取水口前
全β ND値

港湾内東側
全β ND値

港湾内西側
全βND値

港湾内北側
全β ND値

港湾内南側
全β ND値

港湾口
全β ND値

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

物揚場
全β

６号機取水口前
全β

港湾内東側
全β

港湾内西側
全β

港湾内北側
全β

港湾内南側
全β

港湾口
全β

物揚場
全βND値

６号機取水口前
全β ND値

港湾内東側
全β ND値

港湾内西側
全βND値

港湾内北側
全β ND値

港湾内南側
全β ND値

港湾口
全β ND値
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（２）護岸エリアの対策について（２）護岸エリアの対策について

１．護岸エリア対策の進捗について

２．地下水位の測定結果と地盤改良の効果

３．分岐トレンチ（電源ケーブルトレンチ）閉塞について

４．１号機スクリーンポンプ室北側エリアの調査について

５．護岸エリア対策の計画について
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

１．１ 護岸エリア対策の進捗および計画 [１－２号機間進捗]

⑤地盤改良（山側）：0本／167本
（H25.11末 完了予定）

①地盤改良（海側）：228本／228本
（H25.7.8 ～ 8.9 完了）

③地盤改良（山側）:118本／331本
（H25.8.13～ 工事着手）

（H25.10末 1列目完了予定）
（H25.11中 2列目完了予定）

②ウェルポイント：28基／28基
（H25.8.15～ 稼働開始）

施工完了数／計画数
（工程）

④支障物撤去（山側）
[昼作業]

(H25.8～H25.10中 予定)

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
20
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（参考）地盤改良工事[１－２号機間]施工状況

海側

ス
ク
リ
ー
ン
ポ
ン
プ
室

電源ケーブル
管路

コンクリート床版

作業にあたっては、作業環境上線量が高く、作業員の被ばく低減のため、作業架台（離隔）
及び鉛板（遮へい）を設置及び段取り替えの手間がかかっているため、防護措置に時間を
要している。

鉛板設置

薬液注入機
械

作業架台・鉛板設置状況
作業場所試掘状況

【１－２号間における地盤改良箇所の状況】
・埋設物確認のための試掘時に、電源ケーブル管路上面の線
量を測定したところ50mSv/h以上（γ線）であった。管路近傍の
土砂についても、50mSv/h以上（γ線）であった。

・電源ケーブル管路近傍については、Ｈ２３に汚染水が流出し
た際に汚染したものと考えられる。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

①地盤改良（海側）：159本／249本
（H25.8.29 ～ H25.11末 予定）

④地盤改良（山側）
（H25.10上 ～ H25.12上予定）

②ウェルポイント：29基／29基
（稼働準備完了）

１．２ 護岸エリア対策の進捗および計画 [２－３号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.８.22 ～ H25.10末予定）

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

①地盤改良（海側）：29本／132本
（H25.8.23 ～ H25.10中 予定）

②ウェルポイント：7基／7基
（稼働準備完了）

④地盤改良（山側）
（H25.10上 ～ H25.11下 予定）

１．３ 護岸エリア対策の進捗および計画 [３－４号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.8.22 ～ H25.10上 予定）

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり

23

t1155910
テキストボックス



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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地盤改良範囲内の地下水位（No.1,No.1-2,No.1-8,No.1-11）は、ウェルポイント

での排水により、地盤改良天端レベル（O.P.+2.20m）以下で推移している。

２．地下水位の測定結果と地盤改良の効果（１－２号機間）

累計水移送量（累計水移送量（8/98/9～）～）
約約2,400m32,400m3

●●
No.1No.1--88

No.1No.1--99 ●●

●●
No.1No.1

●●
No.1No.1--22

●●No.1No.1--1111

▼地盤改良天端ライン（▼地盤改良天端ライン（O.P.+2.20mO.P.+2.20m））
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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3.5

4.0

8/26 8/28 8/30 9/1 9/3 9/5 9/7 9/9 9/11 9/13 9/15 9/17 9/19 9/21 9/23 9/25 9/27

測定日時

地
下
水
位
（
O
P
）
［
m
］

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

降
水
量
［
m
m
］

福島第一原子力発電所における降水量 小名浜潮位

地下水位（地下水観測孔No.1） 地下水位（地下水観測孔No.1-2)

地下水位（地下水観測孔No.1-8） 地下水位（地下水観測孔No.1-9)

地下水位（地下水観測孔No.1-11）

【参考】地下水位の測定結果（８月26日～９月26日）

#1-2号機取水口間

No.1No.1--88 ●●

No.1No.1--99 ●●

●●
No.1No.1

●●
No.1No.1--22

●●No.1No.1--1111

集水ピット(8/9～)､ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ(8/15～)の順次稼働に伴い、地下水位は下降傾向

No.1-11において、9/12より地下水位の計測を開始
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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2.5

3.0

3.5

4.0

8/26 8/28 8/30 9/1 9/3 9/5 9/7 9/9 9/11 9/13 9/15 9/17 9/19 9/21 9/23 9/25 9/27

測定日時
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下
水
位
（
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）
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］

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0
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30.0

35.0

40.0

降
水
量
［
m
m
］

福島第一原子力発電所における降水量 小名浜潮位

地下水位（地下水観測孔No.2） 地下水位（地下水観測孔No.2-1）

地下水位（地下水観測孔No.2-5）

【参考】地下水位の測定結果（８月26日～９月26日）

#2-3号機取水口間

No.2-5において、9/14より計測を開始。No.2-5の地下水位は、近傍の２号機分岐

トレンチの水位[O.P.+3.0m～O.P.+3.2m程度]より低い。

No.2-1については、薬液注入の影響のため9/11よりデータ欠測

No.2No.2 ●●

No.2No.2--11 ●●

●● No.2No.2--55
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

【参考】地下水位の測定結果（８月26日～９月26日）

#3-4号機取水口間

No.3-4において、9/10より地下水位の計測を開始

No.3の計測データ（9/5）は、水位計の動作確認作業を行った影響で、データが

一時シフトしたものと想定
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］
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［
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］

福島第一原子力発電所における降水量 小名浜潮位

地下水位（地下水観測孔No.3） 地下水位（地下水観測孔No.3-4）

●●

No.3No.3

●● No.3No.3--44
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

３．１ 分岐トレンチ（電源ケーブルトレンチ）閉塞について（（11--22号機取水口エリア部）号機取水口エリア部）

２号スクリーンポンプ室
１号スクリーンポンプ室

【電源ケーブルトレンチ閉塞の目的】
汚染水の漏洩リスク低減のため、高濃度の汚染水が滞留している２・３号

機主トレンチと接続している、電源ケーブルトレンチ（黄色）を、１１月末を目
途に順次閉塞を行う。
なお、分岐トレンチは主トレンチの閉塞と併せて実施する。

2-1 2-2

主トレンチと合わせて実施あり２分岐-南

9/19閉塞完了あり2分岐-北

11月までに実施予定コア削孔により確認予定2-2

仕上げ作業中

（充填作業は完了）

あり2-1

閉塞実施状況滞留水トレンチ

２号機トレンチ一覧

１号機電源ケーブルトレンチについては実施時期を含めて
検討中

（トレンチNo1-1,1-2,1-3）

2分岐－北

2分岐－南

閉塞終了箇所閉塞終了箇所

電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ

電線管路電線管路
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

３．２ 分岐トレンチ（電源ケーブルトレンチ）閉塞について（（22--3,33,3--44号機取水口エリア部）号機取水口エリア部）

３号スクリーンポンプ室 ４号スクリーンポンプ室

主トレンチと併せて実施あり３分岐-北

主トレンチと併せて実施あり３分岐-南

11月までに実施予定調査にてないことを確認3-2

11月までに実施予定調査にてないことを確認3-1

閉塞実施状況滞留水トレンチ

３号機トレンチ一覧

3-1
3-2

4-1

4-2

4-3

11月までに実施予定コア削孔により確認予定4-2

11月までに実施予定コア策孔により確認予定4-3

11月までに実施予定調査にてないことを確認4-1

閉塞実施状況滞留水トレンチNo

４号機電源ケーブルトレンチ一覧

※滞留水の調査結果については第３回WGで報告済み
※滞留水の調査結果については第３回WGで報告済み

【電源ケーブルトレンチ閉塞の目的】
汚染水の漏洩リスク低減のため、高濃度の汚染水が滞留している２・３号

機主トレンチと接続している、電源ケーブルトレンチ（黄色）を、１１月末を目途
に順次閉塞を行う。
なお、分岐トレンチは主トレンチの閉塞と併せて実施する。

3分岐－北

3分岐－南

閉塞終了箇所閉塞終了箇所

電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ

電線管路電線管路
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２号スクリーンポンプ室１号スクリーンポンプ室

２号機ｽｸﾘｰﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室付近管路

管路（単管）管路（単管）

１号機スクリーンポンプ室北側護岸付近 電源トラフ

４．４． １号機スクリーンポンプ室北側エリアの調査について （１／２）

・２号スクリーンポンプ室付近管路については，電線管（単管）の直埋設（砕石無し）であった．
・１号北側護岸付近については，9/27に試掘を行い，トラフ構造（砕石有り）であることを確認した．
線量計測値は７０μSv／ｈ（バックグラウンド相当）であった．

No.0No.0--11

No.0No.0--22

トラフ

砕石 0.10ｍ
0.26ｍ

0.60ｍ

電源トラフ

O.P.+4.0m
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

４． １号機スクリーンポンプ室北側エリアの調査について （２／２）

調査孔No.0-1において、比較的高い濃度のトリチウムが検出されたことから、追

加調査として2孔（No.0-3、No.0-4）の掘削を行い，10月中旬に分析予定

No.0No.0--11

全ベータ全ベータ ：： 120120（（9/229/22採取分）採取分）

トリチウム：トリチウム：19,000(9/2219,000(9/22採取分採取分))

No.0No.0--22

全ベータ全ベータ ：： 3737（（9/229/22採取分）採取分）

トリチウム：トリチウム： ND (9/22ND (9/22採取分採取分))

（新規追加）

（新規追加）

31

t1155910
テキストボックス



32

t1247451
タイプライターテキスト
５．観測孔調査計画について

T1180066
長方形

T1180066
タイプライターテキスト
第6回WG以降、追加・計画変更した観測孔

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

t1247451
タイプライターテキスト
【備考】
　・No.0-1の追加調査として、No.0-3ならびにNo.0-4の調査孔を追加
　・No.1T-4の追加調査として、No.1T-5の調査孔を追加
　・No.1-3ならびにNo.1-5の調査孔が、薬液注入の影響を受けて、水位・水質
　　監視ができないため、No.1-16の調査孔を追加



観測孔調査計画

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

2013.09.27ver

33 No.3-4 ○ ○ ○

24
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調査箇所

43
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45

通
し
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40

41

42

34

35

36

37

29

30

31

32

17

18

26

27
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20

22

23

21

13

14

15

16

9

10

11

12

5

6

7

8

地
下
水
位
監
視

○

○

○ ○

○

○

○

○

調査項目

１１月

○

９月 １０月

○

水
質
確
認

土
壌
汚
染
確
認

○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○

○ ○

No.1-2 ○

No.1-3 ○

○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

No.3 ○

○

○

No.2-4

○ ○

○

○1T-1 ○

○

○

No.3-1

○

No.3-3

○2R-1

2T-1 ○

○

1R-1 ○

4R-1 ○

3R-1 ○

８月

○ ○

○ ○

○

○

No.1-13

No.2-3

No.2-5

○

○

○

○

No.0-2

No.0-1

No.1-15

No.1

No.1-8

No.1-5

No.1-1

No.1-6

No.1-9

No.0-3

No.2-1

No.1-4

○

No.1-12

No.1-11

No.1-7

○

○

2T-2 ○

孔番号

No.2-2

No.1-14

No.3-2

○

○

4T-1

1T-4 ○

○

○

○No.1-10

No.2 ○

1T-2 ○

○

○

○

◎

1T-3 ○ ○

2号機

4号機

10m盤

建屋周り
（海側）

1号機

10m盤

建屋周り
（山側）

1号機

2号機

3号機

4号機

水
質
監
視

◎

○

○

○

○

○

◎

○

◎

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

28 No.2-6 ○ ○ ○

4m盤

2
～
3
号
機

取
水
口
間

3
～
4
号
機

取
水
口
間

○ ○

1
～
2
号
機

取
水
口
間

凡
例

No.1-16

1
号
機

取
水
口

北
側

3

4

●

●

●

1

2

No.0-4

○ ○

○ ○

※工事工程は、検討に応じて変更の可能性あり

38 ○ 1T-5 ○

完了

完了

完了

完了

完了

測定頻度
　

　・水質確認　　　　　：　施工完了時　１回
　・水質監視　　　　　：　週２回（◎）、　週１回（○）
　・土壌汚染確認　　：　施工完了時１回
　・地下水位の監視 ：　毎正時

完了

完了

完了
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（３）２，３号機海水配管トレンチ（主トレンチ）（３）２，３号機海水配管トレンチ（主トレンチ）

凍結試験の進捗について凍結試験の進捗について
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

汚染水汚染水 水抜き対策水抜き対策 ①① 全体平面図全体平面図

２号機海水
配管トレンチ

３号機海水
配管トレンチ

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＢ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

ト
ン
ネ
ル
Ｃ

開
削
ダ
ク
ト

：凍結予定箇所

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＢ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

ト
ン
ネ
ル
Ｃ

Ｎ

２号機タービン建屋 ３号機タービン建屋

（※第二回汚染水対策WG資料再掲）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

■ 本来は，地盤中の間隙水を凍結させる工法であり，

直接，水を凍結させた実績がない（凍結時に水に

流れが発生し，凍結し難いという懸念がある）

■ 凍結箇所に配管やケーブルトレイなどの支障物が

あるため，凍結時の支障となる

凍結止水方法の大きな課題

課題解決を目的として

凍結模型試験を実施，評価

課題：タービン建屋と海水配管トレンチの分離

タービン建屋とトレンチの接続部の凍結による止水を検討

汚染水汚染水 水抜き対策水抜き対策 ②② 概要概要

建屋接続部を凍結止水建屋接続部を凍結止水

トレンチ内汚染水を移送トレンチ内汚染水を移送

トレンチ部・立坑充填トレンチ部・立坑充填

建屋接続部の解凍，充填建屋接続部の解凍，充填

１

２

３

４

O.P.+10m

１

２
３

３ ２

４

配管

立
坑

立
坑

トンネル

ケーブル
トレイ

P

タ
ー

ビ

ン
建
屋

滞留水水位
O.P.約+3m

O.P.+7.4m

：充填範囲

（※第二回汚染水対策WG資料再掲）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

OP-0.60

OP+10.00
OP+10.20

OP+3.20

配管

貫通部における
配管周辺の隙間

２号機建屋接続部詳細図（立坑Ａ）

立坑Ａ

立坑から建屋側を望む 立坑および建屋縦断方向

２号機立坑Ａ建屋接続箇所写真（震災前）

○ 立坑とタービン建屋は建屋の壁で仕切られており，配管・ケーブ

ルトレイは建屋の壁を貫通している

○ 貫通部における配管周辺の隙間を通じて，タービン建屋～主トレ

ンチ間で汚染水が往来している

OP-0.60

OP+4.50

OP+10.20

OP-0.60

OP+3.20

OP+10.00

貫通部における
配管周辺の隙間

Ｔ／Ｂ

汚染水の行き来

Ｔ／Ｂ外

貫通部イメージ（震災前）

汚染水汚染水 水抜き対策水抜き対策 ③③ タービン建屋との接続部の状況タービン建屋との接続部の状況

凍結範囲

（※第三回汚染水対策WG資料再掲）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

立坑底版立坑底版

頂版頂版

保護管保護管

凍結管凍結管

タ
ー
ビ
ン
建
屋

パッカーパッカー

（止水壁）（止水壁）

凍結工法による止水壁のイメージ

【凍結工法による止水壁造成について】

・パッカー内の間隙水を凍結させるとともに

その周囲も凍結させることで，氷の止水壁を

構築し，止水性能を確保する。

・パッカーを併用することで水の流れを抑制

し，凍結確度の向上を図る。

パッカー概念図

パッカーイメージ写真

立
坑
側

配管

凍結管イメージ写真

凍結工法による止水壁は，トレンチ頂版に開けた穴から冷却管とパッカーを挿入し，凍結工法による止水壁は，トレンチ頂版に開けた穴から冷却管とパッカーを挿入し，

パッカーに冷媒を充填して凍結することで造成するパッカーに冷媒を充填して凍結することで造成する

汚染水汚染水 水抜き対策水抜き対策 ④④ 凍結止水の概要凍結止水の概要

（※第三回汚染水対策WG資料再掲）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

凍結試験凍結試験 ①① 概要，試験ケース概要，試験ケース

・配管，ケーブルトレイ等の状況を模擬できるよう試験模型を設定

・効果的な凍結管の配置を検討するため，複数の試験を実施

・配管，ケーブルトレイ等の状況を模擬できるよう試験模型を設定・配管，ケーブルトレイ等の状況を模擬できるよう試験模型を設定

・効果的な凍結管の配置を検討するため，複数の試験を実施・効果的な凍結管の配置を検討するため，複数の試験を実施

３列２列凍結管の列数

ありなし外側（地盤側）からの冷却

満水空満水－配管内水状態

トレンチ内設備に従う一定凍結管の間隔

ありなし
トレンチ内設備
（配管等）

CASE_4CASE_3CASE_2CASE_1

・CASE_1 ：基本ケース（支障物がない状況での止水確認）

・CASE_2 vs CASE_3：立坑外側地盤 凍結管有無 比較

配管内水有無 比較

・CASE_2 vs CASE_4：凍結管列数（２列 vs ３列）比較

（※第二回汚染水対策WG資料再掲）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

CASE_1 CASE_2 CASE_3 CASE_4

断面図

底面付近平面図

断面図

底面付近平面図

断面図

底面付近平面図

断面図

底面付近平面図

凍結試験凍結試験 ②② 試験概要図試験概要図

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ

立坑壁

配管

凍結管

測温点

パッカー

・冷却液の温度（目標値）：－４０℃

・冷凍機の仕様：５０ＨＰ（37kW）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

CASE 1

CASE 2

CASE 4

CASE 3

冷凍設備

冷凍機
ブライン
タンク

ブライン
ポンプ

クーリングタワー

凍結試験凍結試験 ③③ 試験状況試験状況 －試験装置－試験装置設置状況（１）設置状況（１）－－

写真A

B：断熱材・テント設置状況

A：タンク配置状況

C：冷凍機

配置平面図

写真B

写真C

※模型試験準備：７月上旬～８月下旬
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

0 5 10 15 20 25 30 35 40

凍結日数(day)

温
度

(℃
)

CASE1 CASE2

CASE3 CASE4

凍結試験凍結試験 ④④ 凍結凍結試験の進捗試験の進捗

-9.1℃

凍結開始40日目
（9/30 8:00現在）

測温点
No.4(中段)
の温度変化

【凍結試験の進捗と今後の計画】
 ８／２２より凍結を開始し，４０日経過

 支障物（ケーブルトレイ）があり，最も凍りにくいと想定される測温点No.4に着目

 当初想定した凍結難易度順（CASE1→4 → 3 → 2）の温度低下を示している

 CASE1, 4では，No.4で０℃を下回っており，凍結止水壁が完成に近づいている

 CASE2, 3では，No.4で０℃を若干上回っており，凍結を継続する

 各ケース，凍結が確認され次第，片側水抜きによる止水性能の確認を実施する

 試験結果の評価を行い，凍結管や測温管の配置等，施工計画に反映していく

【【凍結試験の進捗と今後の計画凍結試験の進捗と今後の計画】】
 ８／２２より凍結を開始し，４０日経過

 支障物（ケーブルトレイ）があり，最も凍りにくいと想定される測温点No.4に着目

 当初想定した凍結難易度順（CASE1→4 → 3 → 2）の温度低下を示している

 CASE1, 4では，No.4で０℃を下回っており，凍結止水壁が完成に近づいている

 CASE2, 3では，No.4で０℃を若干上回っており，凍結を継続する

 各ケース，凍結が確認され次第，片側水抜きによる止水性能の確認を実施する

 試験結果の評価を行い，凍結管や測温管の配置等，施工計画に反映していく

+1.2℃

+0.2℃

-1.2℃

No.4
(中段)

断面図

平面図
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

凍結試験および工事計画工程凍結試験および工事計画工程

※ 工事工程は、検討に応じて変更の可能性あり

凍結試験を継続して実施するとともに，並行して評価や施工計画への反映を進める

凍結試験の評価を待たず，施工ヤードの線量低減対策等の作業に早期着手予定

凍結試験を継続して実施するとともに，並行して評価や施工計画への反映を進める

凍結試験の評価を待たず，施工ヤードの線量低減対策等の作業に早期着手予定

上 下 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

　検討 概念検討

基本検討

詳細検討

　凍結試験  試験準備

　 凍結（８／２２～）

評価

　対策工事 　 準備工（線量低減対策など）

凍結止水

水抜き

閉塞

片付工

項 目
Ｈ２７Ｈ２６Ｈ２５

Ｈ２４
年度
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（４）護岸エリアの汚染水対策の進捗状況（４）護岸エリアの汚染水対策の進捗状況
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平成 25 年 9 月 30 日現在 
護岸エリアの汚染水対策の進捗状況 

（１）地盤改良 
 １号北側 １－２号機間 ２－３号機間 ３－４号機間 

海側 
計画なし （7/8～8/9 完了）

228／228 本 
（8/29～ 

11 月末予定） 
159／249 本 

（8/23～ 
10 月中予定） 

29／132 本 

ウェルポイント 
計画なし 28／28 基 

8/15～ 稼働 
29／29 基 

稼働準備完了 
7／7 基 

稼働準備完了 

山側 

計画なし （8/13～ 
11 月末予定） 
118／337 本 
北西側拡張分 

0／167 本 

10 月上旬～ 
12 月上旬予定 

10 月上旬～ 
11 月下旬予定 

フェーシング 
計画なし 10 月中旬～ 

12 月下旬予定 
11 月中旬～ 
1 月下旬予定 

10 月下旬～ 
12 月下旬予定 

海側遮水壁 
当該エリア前面 
鋼管矢板打設完了 

当該エリア前面 
鋼管矢板打設完了

当該エリア前面 
鋼管矢板打設 

12 月予定 

当該エリア前面 
鋼管矢板打設 

2 月予定 
 
（２）モニタリング孔 
（ⅰ）４ｍ盤 
 １号北側 １－２号機間 ２－３号機間 ３－４号機間 

観測孔進捗 
10 月上旬完了予定 

2／4 本 
11 月上旬完了予定

10／17 本 
10 月中旬完了予定 

4／7 本 
10 月上旬完了予定

3／5 本 
ボーリングコア 
測定線量率測定 

10 月下旬完了予定 
2／4 本 

11 月下旬完了予定
6／14 本 

10 月中旬完了予定 
2／3 本 

10 月下旬完了予定
2／3 本 

水位監視 計画なし 7／8 本 3／7 本 3／5 本 
放射能監視 1／4 本 7／8 本 4／6 本 3／4 本 

監視データ 
特記事項 

No.0-1：3H 低下 No.1：Cs 低下 
No.1-2：Cs，全β
低下 
No.1-3：Cs 上昇、
全β低下 
No.1-5：Cs，全β，
3H とも低下 
No.1-9：Cs，全β
低下 

監視データに有意
な変動なし 

監視データに有意
な変動なし 

 
（ⅱ）１０ｍ盤 
 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 
観測孔進捗 10 月上旬完了予定 

8／8 本※2 
10 月上旬完了予定

3／3 本 
9 月中旬完了予定 

1／1 本 
9 月下旬完了予定

2／2 本 
ボーリングコア 
測定線量率測定 

9 月 11 日完了 
3／3 本 

9 月 11 日完了 
1／1 本 

計画なし 計画なし 

放射能測定※1 5／6 本 3／3 本 1／1 本 2／2 本 
※１ 現状の計画では観測孔掘削時のみ測定 
※2 観測孔のうち２本については，過去に試験的にボーリングしたもの 
 
（３）汚染源の除去及び浄化 
 対応状況 
２号機分岐トレンチ 水抜き済み（8／24），閉塞完了（8／29～9／11） 
２号機主トレンチ 浄化装置設置および移送配管工事開始（9／2），浄化開始予定（10 月上旬） 
３号機主トレンチ 浄化装置設置および移送配管工事開始（9／2），浄化開始予定（10 月上旬） 
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